






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 　「皇貴妃嚴氏譜略」（『李太王実録資料』第 1 巻、宮内庁宮内公文書館）
には、正二品資憲大夫議政府賛政の嚴鎮三と貞敬夫人密陽朴氏の長女













































































































48　前掲「 2  明治36年12月 3 日から明治37年 2 月21日」1904年 2 月17日、
河村讓三郎司法省民刑局長から石井菊次郎外務省取調課長宛の控訴判
決書。
49　前掲「 2  明治36年12月 3 日から明治37年 2 月21日」1903年11月25日、
徳久広島県知事から桂内務大臣宛。
50　同上。











巻第 1 冊）755頁、1903年12月 3 日、林公使から小村外務大臣宛。『高
宗純宗実録』下巻（探求堂、1971年）304頁、1903年12月 5 日条。
61　「刺客減刑運動ノ件」（前掲『日本外交文書』第36巻第 1 冊）752-753頁、
1903年11月30日、林公使から小村外務大臣宛。
62　「韓国刺客情報ノ件」（前掲『日本外交文書』第36巻第 1 冊）755頁、
1903年12月 4 日、小村外務大臣から林公使宛。
63　「刺客処置ニ関スル件」（前掲『日本外交文書』第36巻第 1 冊）756頁、
1903年12月27日、小村外務大臣から林公使宛。
64　原田前掲論文、96頁。
51
65　たとえば、정정명前掲論文は、「高永根は高宗と閔妃家
〔ママ〕
に忠節を尽くし
ただけでなく、忠君愛国に際して真正な勇気を惜しまなかった人物」（48
頁）と評している。
66　伊藤はすでに経済的に破綻している韓国を併合するつもりはなく、こ
の留学の目的は、次期皇帝候補者である李垠に東京で近代的な教育を
受けさせ、英明君主として育成することにあった。拙著『朝鮮王公族』
（中央公論新社、2015年）29-30頁。
67　本田節子『朝鮮王朝最後の皇太子妃』（文藝春秋、1991年）、정범준『제
국의 후예들』（황소자리출판사、2006年）など。本馬恭子『徳恵姫』（葦
書房、1998年）は、「〔嚴氏は〕政治的な野心は持たぬひとであったよ
うだ」（47頁）とも記している。
68　前掲「乙秘第五三九号」に計画の詳細が書かれている。「英親王〔李垠〕
将来ノ慶運ヲ図ランカ為メ其妃トシテ日本皇室ヨリ皇女ヲ迎ヘントス
ルノ希望嚴妃及其一族ニ在リ。〔中略〕英親王ニ我国皇女ヲ迎ヘントノ
事ハ故佐々友房カ存命中或ル韓国ノ大官ニ対シ一場ノ座談トシテ今ヤ
韓国政府ハ統監府ノ保護ヲ受クル事トナリタルヲ以テ我帝室ニハ皇女
ノ多クアラセルヽ事ナレハ韓皇室ヘ皇女ヲ迎ヘラルヽニ於テハ両国ノ
関係一層深厚ニ至ラント語リタル事アリ。今ヤ嚴妃モ己ノ実子タル英
親王ノ為メニ万一佐々ノ談ノ如クナルヲ得ハ大ニ将来利益ナラントノ
希望ヲ有シ居ラルヽ由ナルモ到底成功覚束ナキモノトナリ〔…〕」
